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素材ブームは、未知の素材が可能にする産業と社会の
希望に満ちた未来像を描き出して見せてくれた。

しかし、景気の停滞とともに、
各企業の研究開発への姿勢は、より現実路線へと復し、

新世紀を切り開く画期的な技術に対しての情熱は
薄れて来たかのようにも見える。

そうした試練の時を迎える新素材の現状を探ってみる。








